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October 31, 2024 特集	 イベントに行きたくなる

　　　 「映像の使い方」

展示会開催宣言
（一社）日本エレクトロニクス
ショー協会　
Inter BEE 
ディレクター
小田  佳代子さん

　あのイベントには絶対行く！ ここも気にな

る…と身体がいくつあっても足りない。イベン

トが増えたが故の、嬉しい悲鳴だ。

　可処分時間の争奪戦と言われて久しいが、

そこで「アーカイブがあればいいかな？」とい

う気持ちを必死に抑え込んでいる。

　リアルでないとわからない本質と、スペック

情報ではわからないFace to Faceのコミュニ

ケーションの力を、身に染みてわかっているか

ら。

　業務スケジュールが破滅的になる未来を自

覚しながら、やはり会場に行こうと後押しする

のは、“ここでしかできない体験 ”。

　今回の表紙は 5 面で紹介した放送関連の展

示 会 Inter BEE 2023 の X-Speaker SR ス

ピーカー体験デモのようす。幕張メッセのイベ

ントホールをまるまる使って、各メーカーの巨

大なスピーカーセットを吊り下げ、その音の豊

かさや響きを自分の耳で、身体で体験できる

名物企画だ。

　今回の特集「イベントに行きたくなる映像

の使い方」の取材を進めるウチに気づかされ

たのが、映像の臨場感や没入感、心地よさを

向上することに、クリエイターの皆さんが、“音”

を効果的につかっていること。

　大きな音でインパクトを与えたり、立体音響

で舞台に引き込んだり、なにげない生活音も、

僕らをクリエイターの世界観へと誘う。

　映像や音響の他にも、イベント体験を増幅

する要素はまだたくさんあるはず。これからも、

いろんな会場に行って皆さんのワザを集めて

いこう。                              （編集部・田中力）

「Inter BEE 2023」会場風景より
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イベントに行きたくなる「映像の使い方」

ただ見るだけじゃない、触れて動かす
コアな参加者がイベントをつくる

【 シンユニティグループ 】

イマーシブ、インタラクティブ、透過型LED、期待感を生むティザー、物語で伝える価値、大規模LEDビジョンなど、
イベント体験を強化する映像演出手法や機材、事例について、イベント映像のプロにうかがい、効果を拡大するアイデアを紹介する。

　「絶対に行きたい」というイベントには、た

だ情報収集するだけでなく、出展物を触って、

体感し、操作し、その楽しさを他の人とも共

有する積極的な参加者が多い。そんなリッチ

な体験を提供するために、インタラクティブな

コンテンツが欠かせない。

　イベントの映像演出や映像空間の設計を

手がけるシンユニティグループには以下のソ

リューションがある。「Video Wall Touch 

Display」は、最大 100 ポイントのタッチを認

識し、高速レスポンスとタッチ可能でスリムな

ベゼルにより、複数人が同時に操作可能。精

細な映像と迅速なタッチ認識が特徴で、多く

の来場者がゲームや展示内容に参加できる。

「Ugokuto 」は床や壁に設置できるインタラ

クティブソリューションだ。

心地よさがカギとなる
細かな工夫と調整
　コンテンツのインタラクティブ性を高めるた

めには、直感的に操作できることが重要であ

り、そのために色調やデザインなどさまざまな

視覚的な工夫が施されている。

 例えば動く葉に赤みを加えていたり、ピンク

の桜の花びらの背景を水色の池にしたりする

ことで、視認性を高め、「動かせる」と認識し

やすくしている。

　オブジェクトの動きも、自然に感じられる

動きを再現するため、葉が揺れる様子や花び

らの舞い散り方にこだわり、何度もシミュレー

ションが行われる。

　「映像の高精細さとスムーズな動きは、とも

に映像処理の負荷が高いため、バランスをと

るのが課題です」と舛井さんは語る

　また、タッチディスプレイにはベゼル（枠）

インタラクティブ

シンユニティグループ　
株式会社シムディレクト

舛井 奈緒 さん     

東京　神奈川　千葉　大阪　宮城

Video Wall Touch Display は精細
な映像と迅速なタッチ認識が特徴

コンテンツのインタラクティブ性を高める直感的な操作のため、色調や動き、デザインなどさまざまな
視覚的な工夫が施されている。
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背景を透かすと未来が見える
シースルーLEDの演出表現と利便性

【 レイ　テクニカルショーユニット 】

があり映像が途切れてしまうが、それをデザ

インに取り込み、違和感なく入りこめる。

演出でなくストーリーも重視
他の人にも見てもらう
　BtoB イベントでは、インタラクティブが

目的ではなく、メッセージを伝えることが重

要。製品やサービスを象徴するオブジェに

Bluetooth タグを付けて操作することで、直

感的な操作だけでなく、重さや質感をともなっ

てより深い体験提供とブランド認知につなが

り、製品やサービスに対して深い関心を持つ

きっかけとなる。「インタラクティブの提案は

演出技法である以上に具体的なビジネス課題

の解決のツール」と舛井さんは話す。

　また、インタラクティブ演出を集客ツールに

するため、体験する様子を通行人にも見せる

ことも重要。人数を集めるためだけでなく、体

験内容を通じて企業メッセージも発信できる。

　注意が必要なのは 1 人あたりの体験時間。

ゲーム形式なら1 ～ 2 分で完結もの、情報閲

覧型であれば、時間を限定しないため、複数

の人が同時に使えるよう設計するなど、コンテ

ンツに合わせた設計で、来場者の流れをスムー

ズに保ちながら、効率的に興味を引きつける

ことが可能だ。もちろん、来場者の興味分野

に応じてコンテンツの出し分けもできる。

　シンユニティグループのインタラクティブ技

術は、リアルとデジタルを融合するツールとし

て、今後もクライアントのビジネス目標を達成

する有力なツールとなりそうだ。

　イベントの映像演出と放送や動画配信など

の映像の違いは、四角い画面から解放された

点にある。あらゆる場所や方向に設置できる

ようになり、自由度が増した映像演出は、舞

台や展示空間の一部として空間をデザインす

る要素へと進化した。“見る”ものから“体験”

するものへと変化したのだ。　

　透過型（シースルー）LEDシステムは、背

景を透かして映像を表示し、奥行きのある空

間を創り出し、見る人に没入感を与える。

　アニメやゲーム関連の展示会では、前面の

キャラクター映像と背後のエリアを同時に見

せる演出が好評だ。商業施設のウィンドウディ

スプレイや店舗装飾では、靴やカバンなどの

商品を映像によって高級感や存在感のある演

出を行い、商品のストーリーを視覚的に伝える

効果も高い。

　コンサートでは、舞台装飾を浮かび上がら

せ、奥行きのある空間をつくる。照明やスモー

ク、暗闇を活かした演出により、場面ごとにメ

リハリをつけることが可能であり、観客を引き

込む幻想的な演出が実現できる。

　レイでは、1m×1mのパネルで最大15mの

高さまで組み上げられるV8 Sタイプや、3.9mm

ピッチの高精細モデルなど、多彩なシースルー

LED 製品をラインナップ。大規模なステージ

でもインパクトのある映像演出を提供する。

外にもメリット多く
活躍の場が拡がる
　シースルー LEDは、通常の LEDと比べて

風抜けが良く軽量なため、屋外では強風に備

えた設置が必要だが、固定するためのトラス

や補強部材が軽減できるなど、施工上のメリッ

トも多い。屋内では照明器具と同様に天井バ

トンから吊り下げが可能で、大規模な施工も

短時間で容易に行えることが大きなポイント

だ。

　舞台の演出では、その軽さを活かして移動

が可能であり、美術セットとしての利用も増え

ている。景色や装飾を瞬時に切り替えることで、

場面転換がスムーズになり、壁面全体を映像

で覆うことで、映像が創り出す空間の中にいる

ようなリッチな視聴体験を提供できる。さらに、

窓として LED パネルを使用することで、窓か

らの風景を変化させたり、窓枠の影や反射光

を映し出したりすることで、よりリアルな表現

が可能になる。

　今後もシースルー LED は軽量化、高解像

度化、耐久性の向上などの技術革新が見込ま

れる。それにより、イベントだけでなく、都市

景観や商業施設、公共空間など、さまざまな

シーンでの活用が広がっていくだろう。紺井さ

んは、「シースルー LED はこれからの空間演

出を担う中心的な存在として、その重要性は

増していく」と話す。

透過型

株式会社レイ
ショーテクニカルユニット
執行役員

紺井 隆宏 さん     

奥行感を出すだけでなく
軽量なことも演出の幅を拡げる
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没入感と共感を両立させる
３D映像演出

【 ヒビノ 】

イマーシブ

ヒビノ株式会社　
ヒビノビジュアル Div.　
事業戦略担当 部長
Hibino VFX Studio 
プロデューサー

東田 高典 さん     

　サブスク音楽配信が普及し、楽曲音源や

ミュージックビデオを気軽に楽しめるように

なった一方、コンサートやフェスの市場規模は

拡大している。

　ファンが会場に足を運ぶ理由は、観客同士

で体験を共有し、アーティストの世界観に入

り込むこと。その 2 点を同時に満たすのが、

ヒビノが提供するパッシブ三次元 LED 技術

「Immersive LED System」だ。リアルとバー

チャルが交錯する演出で、ライブ会場や展示

会における新たな体験を実現している。

　LED の採用により、プロジェクターに比

べて高輝度で鮮明な表現が可能で、演者や

セットと映像が重なっても影ができず、より

リアルな演出が実現する。「Immersive LED 

System」は LED パネルと3D グラスに偏光

フィルターを実装し、LED 素子に右目用と左

目用の映像を同時に投影することで、パッシブ

方式 3D 表現を実現。映像とリアルの演出に

加えて、照明やレーザーなどの効果も同時に

楽しむことができる。錯視を用いた街頭ビジョ

ンとは異なり、ビューポイントが広く、数千人

規模で同時に没入感を味わえる点が特徴だ。

　また、独自の光学技術とコンテンツ制作技

術により、3D 酔いの原因となるチラつきや残

像感が解消され、奥行き感を表すステレオ・

コントラスト比も向上している。

エンタメだけでなく
BtoBでも立体表現を
　 今 年 3 月 か ら 12 公 演 を 実 施 し た

YOASOBI の コン サ ートツ ア ー「ZEPP 

TOUR 2024」では、幅 14.4m、高さ4.8m の

LEDをステージ全面に設置し、セットリスト

の中盤で5曲ほど3D映像を用いた演出を行っ

た。コンサートのコンセプト“POP OUT”（ “飛

び出す ” の意）に合わせ、ファンタジーな世

界観やゲームをイメージしたボクセルアートな

ど、YOASOBI のメンバーと3D 映像が共演

するバーチャルステージを展開。SNS 上で「想

像以上に飛び出してきた」、など 3D 演出への

感想が多数書き込まれた。

　「Immersive LED System」は、エンター

テイメント分野だけでなく、BtoB の展示会で

も採用が進んでいる。「国際物流総合展 2024」

では、世界的な物流システムメーカーであるダ

イフクのブースに大きなLED パネルを設置し、

“ 完全無人化の物流ソリューション”を奥行き

ある映像で表現。商品の入荷から出荷までの

全工程や最先端の搬送システムなど、臨場感

ある映像演出が業界関係者の注目を集めた。

　「Immersive LED System」の演出はフル

3DCG で制作された “ 完パケ” の立体映像に

合わせて、MC やアーティストが演技を行う。

「YOASOBI のステージでは、楽曲の世界観

をより立体的に表現するため、3D 映像と演

者の動きを精密にシンクロさせました。今後、

3D 映像生成技術の向上により、スムーズなイ

ンタラクティブコンテンツが実現すれば、さら

に新たな体験提供が可能になるでしょう」。（東

田さん）

　多くの人が世界観を共有できる「Immersive 

LED System」は、さらなる進化と共に、テー

マパークや常設施設など多様なシーンでの導

入が期待されている。

Hibino Immersive Entertainment Lab
で没入感ある映像が体感できる

物流ソリューションを３D 映像で表現
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60回開催は 新たな10年へのチャレンジ年
　音と映像と通信のプロフェッショナル展示会「Inter BEE」は、今年で
60 回開催を迎える。“ 新たな 10 年に向けてのチャレンジを示す年 ” とし
て新企画も用意されている「Inter BEE 2024」について、Inter BEE ディ
レクターの小田佳代子さんに今回の見所について聴いた。

一般社団法人 日本エレク
トロニクスショー協会
Inter BEE ディレクター

小田 佳代子 さん     

　今年で 60 回目の開催となる「Inter BEE 

2024」。Inter BEE ディレクターの小田佳代

子さんは、「過去を振り返るよりも新たな10 年

に向けてチャレンジする年」として記念となる

60回開催を未来志向で位置付けていると話す。

「Inter BEE」といえば、テレビの進化ととも

に歩んできた歴史があり、50 回開催の頃まで

は放送局などを対象に、高品質・高価格帯の

プロ仕様の機材・技術が並ぶ専門展示会とい

うイメージが大きかった。一方で、50 回開催

からこの 10 年間の変化に目を向けると、コロ

ナ禍にはとりわけ、企業が動画チャンネルを開

設し、スタジオをもって、動画制作するなど、

ユーザーの幅の広がりが顕著となった。

　「展示される出展物の種類は機材からサービ

ス・ソリューションまで、またラインナップは

高価格帯からローコストのものまで細分化し

ており、映像制作や配信はより身近な存在と

なってきています」（小田さん）

　こうした潮流を背景に、「Inter BEE 2024」

は昨年の1005 社を上回る出展社が参加する見

込みで、会場規模は幕張メッセの展示ホール

7 ホール分に拡大して開催される。

「INTER	BEE	AWARD」を創設

　60 回開催を契機として新たに創設されたの

が「INTER BEE AWARD」だ。今後、継

続して毎年行われ、「技術革新のモチベーショ

ンになれば」という想いで創設されたもの。世

界的にメディア & エンターテインメント産業

界が大きな転換期からの成長・拡大の道を歩

むなか、コンテンツづくりや、受け取り方、体

験テクノロジーもAI 活用など加速度的に進化

している。「INTER BEE AWARD」は会場

に展示される製品・サービス等を対象として

応募を受け付け、選考、表彰する。

　最終審査は初日の 11 月13日に展示会場で

実施され、同日夕に発表・表彰が行われる。

「INTER	BEE	CINEMA」を新設

　また、特別企画として、映画制作技術をテー

マとした「INTER BEE CINEMA」を新設。

“ 体験型シネマコミュニティ”として展開さ

れ、日本の映画制作の最前線を担う技術とプ

ロフェッショナルが集合し、そのテクニックと

感性や創造性を発信する場となる。　　

　特に、映画制作現場をリアルに再現しライ

ブデモとして実施する「スタジオセットエリア」

は、国内一流の撮影陣の参加により、広く映

像制作に携わるプロのみならず次世代のコン

テンツメーカーを触発する体験の場となりそう

だ。また、映画製作のテクニックや最新動向、

働き方改革を発信するセッションもあるなど、

新たなゾーンとして映画に特化したクリエイ

ターが集まる。

　60 回という節目の年は拡大して展開、新設

企画も実施され、より映像・動画のつくり手に

寄り添った内容となるようだ。

　「プロ向けの専門展示会で参加ハードルが高

いと思われる方もいらっしゃいますが、つくり

手の方のアプローチが変わっているなか、マー

ケターやライブエンタメ・イベントの関係者の

皆さんにもメディアの未来や AI 活用といった

変化する映像のいまを体験いただける内容を用

意しています。展示やセッションを通じた、新

しい発見をしにいらしてください」（小田さん）

「Inter	BEE	2024」	

会期：11月13 日（水）〜 15 日（金）  
　　　10:00 〜 17:30（最終日は 17:00 まで）      
会場： 幕張メッセ
主催：一般社団法人 電子情報技術産業協会
運営：一般社団法人日本エレクトロニクスショー協会

Inter BEE 2024“ ”
展示会		開催宣言！

前回の「Inter BEE 2023」の全景。今回
は 60 回目の節目で会場拡大して開催。
AR スタンプラリーの企画も用意されている

株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040

URL : http : //www.suzukidenki.co.jp

電力
処理能力71

100％

需要

“お陰様で71周年”
Inter BEE 
盛り上がりそうだね。

電気工事だけでなく、
色々な企画で
サポートします。
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来年７月に初開催される「産業 DX
総合展」 

来年 7 月「産業 DX 総合展」初開催
―エバーリッジ

イベント安全対策シンポジウム実施
― ポートメッセなごや

　エバーリッジ株式会社が組織する

産業 DX 総合展実行委員会は、産

業市場に特化した展示会「産業 DX

総合展」を来年 7 月 30 日から 8 月

1日の3日間、東京ビッグサイト東７・

８ホールで初開催する。

　同展は、製造業 DX EXPO、小売・

飲食店 DX EXPO、建設・建築 DX 

EXPO、不動産 DX EXPO、物流

DX EXPO で構成される。

　各産業分野で球速に進む DX の進

　ポートメッセなごや MICE コン

ソーシアムは、展示会やイベントの

安全対策や災害対策、環境に配慮し

た取り組みや課題解決のために『イ

ベント安全対策シンポジウム』を

2025 年 2 月18 日ポートメッセなご

や コンベンションホール A で開催す

る。

　第１部はイベントの安全と防災対

策で、メッセフランクフルトジャパン

の梶原靖志氏、気象庁の仲岡茂氏、

日経イベント・プロの安藤英賢氏が

登壇。第 2 部は、博展の白川陽一氏

とセレスポの越川延命氏がサステナ

展とそれにともなう法改正や働き方

改革、経営方針の変革に応える、最

新のソリューションを集めて実施さ

れる。

ブルなイベント開催について語る。

詳細は公式サイトへ。

　JR 大阪駅前の開発事業「グラング

リーン大阪」の南館が 2025 年 3 月

21日に開業する。

 4 階には、190㎡から740㎡のホール

や、35㎡から160㎡の会議室、充実

した控室を備えるカンファレンス施

設「コングレスクエア グラングリー

ン大阪」も設置される。

　大きな窓から柔らかな自然光が入

る広々としたホワイエ、天井高 5 ｍ

から 7 ｍの開放的な空間に木目のぬ

くもりを取り入れたホールなど、人・

モノ・コトの出会いと交流を促す施

設として期待される。

予約は下記アドレスまで。

csg@osaka.congres-square.jp

来年3月21日JR大阪駅前にオープン
―コングレスクエア	グラングリーン大阪

統合開催される TTS のロゴ

新施設も設置される「グラングリーン大阪」のイメージ図

　日本ファッション・ウィーク推進

機構は、2 つの素材展示会「JFW

ジャパン・クリエーション」と「プ

レミアム・テキスタイル・ジャパン

（PTJ）」を統合し、新たに「TOKYO 

TEXTILE SCOPE（TTS）」 と し

て統合開催する。

　2011 年から PTJ を商談重視にす

るため分離していたが、近年区分が

曖昧になっていた。統合を機に場所

と開催期間も変更する。来年 5 月の

「TTS」は東京都立産業貿易センター

（浜松町）で、5 月14 から16日の 3

日間と会期を1日延ばして開催され

る。業種、世代、産地、あらゆる垣

根を超えた交流、情報交換の場とし

て、また、「産産連携」、「産学連携」

による新たなビジネスチャンスを創

出していく。

２展を統合しTTSとして新生
― 日本ファッション・ウィーク推進機構

シンポジウム詳細は QR へ
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大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp

FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。
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（写真左上）日本コンベンション協会（JCMA）ブースでは、副代表理事で ( 株 ) コングレ代表の武内紀子さんが PCO
について、理事で ( 株）ホットスケープ代表の前野伸幸さんが企業イベントについて、それぞれの役割や魅力を解説し
MICE の幅広さを伝えた （写真右上）インフォーママーケッツジャパンブースでは、代表のクリストファー・イブさんが
展示会主催ビジネスのメカニズム、「とてもボジティブなパワーを感じられる魅力的な仕事」と醍醐味を紹介  ( 右下 ) セ
ミナーから学ぶとして「2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）について」の聴講も用意した

8ブース・11社団体を訪問
学生向け展示会体感ツアーを実施

「Japan	MICE	EXPO2024」イベントレポート	「JAPAN MOBILITY SHOW 
2025」概要を発表 ―日本自動車工業会

熊本でスタートアップイベント
	　　		― Innovation	Fes.	Kumamoto

立命館アジア太平洋大学と協定 
― コンベンションリンケージ

UX プロジェクトのロゴ

モビリティショー委員長青山真二氏

連携協定を締結した
立命館アジア太平洋大学と
株式会社コンベンションリンケージ

「Japan MICE EXPO 
2024」概要
構成展示会：
 Japan MICE デスティネー

ション EXPO / 
 MICE 開催支援 EXPO
会期：2024 年 10 月17 日（木）
 18 日（金）  
 10:00 〜 17:30（最終日は

17:00 まで）      
会場： インテックス大阪
主催： Japan  MICE EXPO 

2024 実行委員会
 （公益財団法人大阪観光局、
 株式会社大阪国際会議場、
 一般財団法人大阪国際経済

振興センター）

訪問ブース：
8 ブース 11 社団体
・インフォーママーケッツ
  ジャパン
・テクニコ
・GLOBAL PRODUCE
・シーマ
・日本コンベンション協会
  （JCMA）/ ホットスケープ
・コングレ
・沖縄観光コンベンション
  ビューロー /  DMC 沖縄 /
  沖縄コングレ
・トーガシ

　日本自動車工業会は「JAPAN 

MOBILITY SHOW BIZWEEK 

2024」（10 月 15 日～ 18 日、幕張

メッセ）での「未来モビリティ会

議」特別セッションで、「JAPAN 

MOBILITY SHOW 2025」の概要

を発表。2025 年 10 月 30 日から 11

月 9 日まで、東京ビッグサイトで

開催する。ビジネス向けイベントと

ショーケースイベントと毎年交互に

　熊本県は 2025 年 2 月 27 日、熊

本城ホールで、「Innovation Fes. 

Kumamoto」を開催する。熊本城

ホールの 2 フロアを使用し、総勢 50

名以上のプレイヤーが関わるさまざ

まなコンテンツが、音楽フェスのよ

うに同時進行するイベント。

　熊本県主催の UX Project の成果

報告会「UX Project DEMO DAY 

2025」、熊本市主催のイノベーショ

ン創出ピッチイベント「Kumamoto 

City Pitch Special Edition 2025」、

熊本の民間発ビジネスカンファレン

　立命館アジア太平洋大学と株式会

社コンベンションリンケージが、未

来の MICE 産業を支える人材の育

成を目指し、連携協定を締結した。

　同大学は 2023 年 4 月にサステイ

ナビリティ観光学部を開設し、持続

可能な社会と観光に関する基礎的・

専門的知識及び高い実務能力を有す

る人材育成に取り組んでいる。

2 年のイベントを 1 パッケージとし

て開催、展開される。

ス「FIVE RINGS」が同時に実施

される。運営は IFK 運営事務局（有

限責任監査法人トーマツ、株式会社

エルボーズ）。

　ベンチャーやスタートアップ、地

場企業によるショートプレゼン、

ディスカッション、地域発プロジェ

クトを紹介するブース出展、夜は、

同会場で数百名規模の大交流会も行

われ、熊本発の新産業・イノベーショ

ンを加速させる。

　熊本県が推進している UX プロ

ジェクトでは、『世界中の人々が、自

分らしく最後まで「健康で」「楽しく」

「美しく」いられる生活』を実現す

るための新たなビジネスを、熊本か

ら生み出していくことを目指し、さ

まざまな事業に取り組んでいる。

　10月17日・18日の2日間、インテッ

クス大阪で「Japan MICE EXPO 

2024」が開催された。

　2024 年大阪・関西万博を契機に

MICE の誘致が本格化、また 2030

年には世界最高水準の大阪 IR の開

業も控えるなか、MICE 関係の企業・

団体 128 社 133 小間が出展。日本の

MICE ブランドを国内外に発信し、

商談やセミナー、ピッチイベント等

を通して、MICE 業界全体のネット

ワーキング強化の推進を目的に初開

催された。

　海外バイヤーは、シンガポールや

インド、中国、韓国、タイ、オース

トラリアなどから30 以上招聘。ピッ

チイベントではコンベンションビュー

ローを中心とした出展者が各ディス

ティネーションでチームを組みホス

テッドバイヤーにピッチ、フィード

バックをもらう形で展開された。

学生向け体感ツアー
　また、今回は主催の実行委員会メ

ンバーでインテックス大阪の管理運

営をする一般財団法人大阪国際経

済振興センターと本紙月刊イベント

マーケティングが協力し「学生向け

展示会体感ツアー」を行った。

会場を巡回し、各企業の担当者と交

流ができる機会を提供、MICE 業界

のリアルを体感し興味や理解を深め

るきっかけとして、次世代の人材育

成を目的としたもの。

　立命館大学（経営管理研究科観光

マネジメント専攻・修士 1 年生）、関

西外国語大学（英語国際学部英語国

際学科 4 年生）、和歌山大学（観光

学部 2 年生）の 3 名が参加した。

　ツアーでは、展示会主催者や企画・

運営会社、照明音響映像の演出を担

う企業、MICE 誘致団体など 8 ブー

ス・11 社団体協力のもと、キーパー

ソンらがビジネスモデルや仕事の魅

力を解説、事例や展示実機などの紹

介を交え役割について伝えた。

　ツアー後、参加学生からは「業界

のリアルな一面を体感できたことも

大きな収穫。DMOとMICE 業界で

のキャリア形成に非常に役立つ内容

だった」「MICE は大規模なビジネス

イベントで堅い場所だというイメー

ジがあった。（中略）最新の技術に

触れられるワクワクする場所であり、

たくさんの人とコネクションを持てる

機会であると分かった。ツアーをきっ

かけに、MICE のイメージが変わっ

た」などの感想が寄せられた。
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コンセプト設計のコンサルタント
宮川⿇⾐⼦さん

イベントの専⾨家
前野伸幸さん

チームビルディングのプロ
⾼嶋⼤介さん

広報・マーケティングの実践者
⽇⽐⾕尚武さん

人材育成 イベント
♯01

未来のイベンターを
増やせ！

イベントオーガナイザー養成講座

　８月29日、「イベントオーガナイザー養成講

座」が開講した。イベントをはじめる人たちが

楽しく、不安なく安心して運営するための基

礎を学び、自信を持ってイベント開催ができる

ようになるための eラーニング講座だ。

　どのような内容で、なぜ開講したのだろう

か。体験型マーケティングのカンファレンス

「BACKSTAGE 2024」にて、講座のローン

チ発表と制作の裏話を語ったセッション「未

来のイベンターを増やせ！ イベントオーガナ

イザー養成講座を始める裏話」の内容と合わ

せ、講座の概要について紹介する。

イベントのはじめ方
「イベントを主催する人のうち、イベントにつ

いて学習してからはじめている人はどれくら

い、いるのでしょうか？」「そもそも学習しな

くても開催できるのでは？」

　そんな疑問を呈し始まった「未来のイベン

ターを増やせ！イベントオーガナイザー養成講

座を始める裏話」のセッションには、講座の

プログラムの講師を務めた４名が登壇した。

　イベントの主催や仕事を意識した初体験に

ついて、講師の経験談を紐解いてみると、高

校の学園祭での後夜祭や、海外イベントのプ

ロモーション、コンサートの音響を希望してい

たが最初の仕事はつくば万博、と入り口はそ

れぞれ。

　現在はいくつものイベントを開催したり、ア

ドバイザーとして関わったり、プロとして年間

数百件のイベントを企画・運営している講師

陣にも、初めてのイベントがあり、実践し積み

重ねてきたからこそのノウハウや、経験からイ

ベント開催において押さえておくべきポイント

があることがわかる。

　

イベント開催の課題感とは
　イベント開催におけるスキルには、さまざま

あるが、共通しているのは「設計図」だ。

　例えば、講座で「広報＆発信」を担当した

日比谷尚武さん（合同会社 kipplesコネクタ）

は、広報関係者での勉強会ではメディアへの

アプローチ法など共有できるテーマは数ある

が、誰向けに、どんなメッセージを打ち出すべ

きかなど、基本の設計をしているかどうかが重

要で、課題をもつケースは多いと指摘する。

　また、「ゴール設定」担当の宮川麻衣子さん

（VISIONGRAPH Inc./ 未来予報株式会社代

表取締役）は、イベントを実施する上で自分

自身でも失敗したと感じるのはゴールイメージ

がないときと話す。「イベント運営」や、共有

するチームとの意識合わせなどの「チームビ

ルディング」にも影響する。

　講座では、講師自身が経験と学びを共有し、

初心者が学びやすい環境を提供、イベントの

質を高める設計図と実践ノウハウを得ること

ができそうだ。

写真左）８月 29 日体験型マーケティングのカンファレンス「BACKSTAGE 2024」にて、講座のローン
チ発表と制作の裏話を語った４名の講師。（左から）高嶋大介さん（株式会社 INTO THE FABRIC 代表取
締役、100 人カイギ founder/ 見届け人）、前野伸幸さん（株式会社ホットスケープ代表取締役）、日比谷尚
武さん（合同会社 kipples コネクタ）、宮川麻衣子さん（VISIONGRAPH Inc./ 未来予報株式会社代表取締役）

（写真右上・右下）「未来のイベンターを増やせ！ イベントオーガナイザー養成講座を始める裏話」セッショ
ンのようす（「BACKSTAGE2024」8/29・虎ノ門ヒルズフォーラム）

カリキュラム 「ゴール設定」「イベント運営」「チームビルディング」「広報&発信」の4つのプログラムからなる講座を動
画にて視聴学習。全てを視聴後、確認テストの受講資格を付与。確認テストを受験後、一定の正解率に
てイベントオーガナイザー養成講座の修了証が発行される。

プログラム
の詳細

「ゴール設定」　（約20分）
・INTRODUCTION：講義の目的と概要
・ゴール設定の基本要素
　– 自身の課題感・目的を明確化するには？
　– 対象者は誰か？
　– イベントの位置付け＝何を持ち帰ってもらうか？
　　＜価値設定＞
・イベントの成功の定義と評価
・ケーススタディ
＜提供資料＞「ゴール設定シート」

「イベント運営」（約20分）
・イベントの種類
・レイアウトの種類（会議やセミナーなど）
・会場選びのポイント
・会場下見の際のチェックポイント
・運営マニュアル・実施概要を考える
・リスク管理や安全管理
＜提供資料＞「運営マニュアル・実施概要の実
例」「会場見学時チェックシート」

「チームビルディング」（約14分）
・なぜ、イベント運営にチームビルディングが必要なのか？
・ケーススタディ：イベントに関わる人数
　– どんなチームビルディングを行ったらいいのか？
　– シートを使って、自分がどのように携わりたいかを整理
・ケーススタディ：実際にあった、とあるチームの話
　– うまく言っているとメンバーが感じるチームの因子
　– 運営がうまくいく３つのタイプ
・最後に皆さんに
＜提供資料＞「運営スタッフ参加シート」

「広報＆発信」（約20分）
・基本的な考え方〜コミュニケーション設計
　– コミュニケーションとは
　– コミュニケーション設計において考える順番
　– よくある悩み
　– コミュニケーション設計に困ったら
・イベントにおける広報
　– そもそも考えること
　– イベント-広報戦略編-
　　–事前発信 / –当日対応 / –事後発信
　–メディアスポンサー
＜提供資料＞「コミュニケーション設計に困ったら」

受講料 15,000円＋税
＊2024年12月25日までの申込みに限り、10,000円＋税"

イベントオーガナイザー養成講座とは

講座の特徴には、e ラーニング講座にはめずらしく、
講師・受講者の同志に会えるコミュニティの存在
も。写真は月 1 定例の 10 月開催回


